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1　工芸という語は、Kunstgewerbe、Industrial Art、Applied Art などの訳語である。表記について厳密を求め
るなら「美術工芸博物館」が適切と思われるが、本稿では便宜的に「工芸美術館」を採用する。各館は正式名称
を持つが、これを変更する館も多く煩雑さを避けるため、便宜的に都市名＋工芸美術館と表記する。
2　Richards, Charles R., Industrial Art and the Museum, New York, 1927, p.v. 参照。
3　Pevsner, Nikolaus, A History of Building Types, Princeton, 1976, pp.131-132.






































7　Cocks, Anna Somers, The Victoria and Albert Museum: The Making of the Collection, London, 1980, pp.3-9, 
エリザベス・エスティーヴ= コール他『ヴィクトリア& アルバート美術館』みすず書房、1992 年、6-7 頁など参照。
8　The Builder, 1858 Feb. 27, p.137.
図 1：サウス・ケンジントン博物館 シープシャン






















　シープシャンクスは同時代イギリス絵画の寄贈条件として、「立派な建物 decent building を用
意すること」を挙げた 15。すなわちイタリア・ルネサンス様式は、「立派な」ものと見なされシー
9　Fowke, Francis, A Description of the Building at South Kensington Erected to Receive the Sheepshanks 
Collection of Pictures, London, 1858, pp.25-26.
10　ニコラウス・ペヴスナー他『世界建築事典』鈴木博之監訳、鹿島出版会、1984 年、45 頁、ピータ ・ーマレー『ル
ネサンス建築』桐敷真次郎訳、本の友社、1998 年、148-185 頁など参照。
11　Physick , John, The Victoria and Albert Museum: The History of its Building, Oxford, 1982, p.99.
12　ヤーコプ・ブルクハルト『チチェローネ：イタリア美術作品享受の案内、建築篇』滝内槙雄訳、中央公論美術
出版、2004 年、286、316 頁。
13　Burckhardt, Jakob, The Architecture of the Italian Renaissance [orig. title: Geschichte der Renaissance in 
Italien], Murray, Peter, ed., Palmes, James, tran., London, 1985(1867), §164（タイトルが変更された英訳が後
世に出版されたもの）.





























と。3. 絵画群は公園の近隣に展示されるべき。（……）」Report from the Select Committee on the South Kensington 
Museum ,1860 para.201, cited: Physick 1982, p.33.（〔 〕は稿者による補遺、以下同。）
16　ロビン・ミドルトン、デイヴィッド・ワトキン『新古典主義・19 世紀建築［2］』土居義岳訳、本の友社、2002 年、
73-82 頁、ロジャ ・ーディクソン、ステファン・マテシアス『ヴィクトリア朝の建築』粟野修司訳、英宝社、2007 年、
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年万博のプロデューサーであったヘンリー・コールである。彼は、1858 年 8 月から翌年 2 月ま
and Present, London, 1908, p.251.
23　ミドルトン、ワトキン2002、76 頁。




























25　Barnes, Martin, Whitehead, Christopher, “The ‘Suggestiveness’ of Roman Architecture: Henry Cole 
and Pietro Dovizielli’s Photographic Survey of 1859,” Architectural History, vol.4 (1998), p.193.
26　Wainwright, Clive, “Shopping for South Kensington: Fortnum and Henry Cole in Florence 1858-1859,” 
Journal of the History of Collections, vol.11 no.2 (1999), pp.171-185.
27　Barnes, Whitehead 1998, p.194.
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図 3：サウス・ケンジントン博物館 講堂 (A Guide to the 


































































k. österreichische Museum für Kunst und Industrie: Festschrift zur Eröffnung des neuen Museums-Gebäudes, am 4. 
November 1871, Wien, [1871], p.21.





































































46　Das mährische Gewerbemuseum in Brünn: Festschrift zur Eröffnung des neuen Gebäudes 17. Febr. 1883, 
Brünn, 1883, p.52 「この建物は、入居予定の国民の機関に応じた、イタリア・ルネサンス趣味の簡潔さと品格が
保たれている。」
47　Ibid, p.66.
図 5：ブルノ工芸美術館 ( 註 46 参照 )
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表： 工芸美術館リスト（* は海老澤 2003, M は Mundt1974 参照）       
都市（一部は建物を含む） 建造と開館 （）は典拠 様式（外観） 様式典拠
  SKM シープ　シャンクス　ギャラリー   開 上 1857, 下 58(Physick)   北伊ルネサンス   Physick1984
  SKM 職員住宅棟及ギャラリー   開 1864(B)   ロンバルドの初期ルネサンス   B
  SKM　講堂・休憩室   造 60s(Physick),1865-69(B)   北伊ルネサンス   Physick1984、B
  ウィーン   造 1868-71*, 開 1871( 記 )
  [ フィレンツェ初期ルネサンスの装飾 ]   記念誌 1871
  伊ルネサンス   *
  後期 1400S   Pevsner1976
  ハンブルク   造 1872-77, 開 1877（記）   伊ルネサンス   記念誌 1877
  キール   造 1876-77*, 開 1878(M)   伊ルネサンス   *
  カイザースラオテルン   造 1875-80*, 開 1880(M)   伊ルネサンス   *
  ベルリン   造 1877-81, 開 1881（記）
  ルネサンスとギリシアの折衷   *
  伊ルネサンス   稿者外観写真判断
  ブルノ   1883（記）   伊ルネサンス   記念誌 1883 p.52
  ザグレブ   1888(Z)   北方ルネサンス × バロック   稿者外観写真判断
  プルゼニュ   設計了 1895, 公開 1913( 高 )   ネオ・ルネサンス   高
  シュトゥットガルト   造 1890-96*, 開 1896(M)
  古代ギリシア風ルネサンスの形態   *
  伊ルネサンス   *
  ライプツィヒ   造 1892-96, 開 1896*
  伊ルネサンス   *
  伊後期ルネサンス   *
  デュッセルドルフ   造 1893-96*, 開 1896(M)
  オランダ・ルネサンス   *
  北方ルネサンス   Pevsner1976
  ブダペスト   造 1893-96, 開 1896(A)   折衷（同時代ハンガリー）   稿者外観写真判断
  ニュルンベルク   造 1892-97, 開 1897*
  後期ルネサンスの形態   *
  バロック   *
  フランケン地方のバロック   *
  リベレツ   造 1897-98, 開 1898( 記 )
  当地ルネサンスとバロック   記念誌 1898
  歴史主義的ロマン主義   高
  プラハ   造 1897-99,  開 1900(P)
  伊ルネサンス × 北方ルネサンス   稿者外観写真判断
  ネオ ･ ルネサンス   V
  ケルン   造 1897-99, 開 1900
  ゴシック建築   Stadtanzeiger May 2 1900
  ドイツ初期ルネサンス   Local-Anzeiger May 2 1900
  初期ルネサンスへの移行期を含むケルン後期ゴシック   *
(B) Bryant, Julius, “Chap.5. The Victoria and Albert Museum: A Display in itself: a Tour of the Architecture and Decoration”, V and A 
Museum Guide, London, 1986, pp.110-117; ( 高 ) 図録『ボヘミアガラスの 100 年：アール・ヌーヴォーから現代まで』高崎市美術館、1995
年 ; (Z) Munk, Zdenk, ed., Muzej za umjetnost i obrt Zagreb 1880-1970, Zagreb, 1970; (A) Ács, Piroska, Az Iparművészeti Múzeum 
palotájának építéstőrténete, Budapest, 1996; (P) Uměleckoprůmyslové muzeum v Praze 1885-1895, [Praha], [1985]; (V) Vybíral, 
Jindřich, “Die ≫ Moderne Renaissance ≪ in Böhmen,” in: Neo-Renaissance: Ansprüche an einen Stil , Dresden, 2001, pp.218-229..


































図 6：ベルリン工芸美術館 （Das Kunstgewerbe-Museum 
zu Berlin: Festschrift zur Eröffnung des Museumsgebäudes, 
Berlin, 1981(1881)）
































変遷』飯田喜四郎他監訳、西村書店1996 年、28 章、29 章など参照。
50　Local-Anzeiger, (1900 May 2), cited: Das Kunstgewerbemuseum der Stadt Köln: Erich Köllmann zum 65. 
Geburtstag, Köln, 1971, p.51.
図 8：プラハ工芸美術館 (Uměleckoprůmyslové 
muzeum v Praze 1885-1895, [Praha], [1985])






























51　Das nordböhmische Gewerbe-Museum 1873-98: Denk-Schrift zur Eröffnung des neuen Museums-Gebäude, 
Reichenberg, 1898, p.50.
52　Pevsner 1976, pp.131-132.
53　Vámos, Ferenc, Lechner Ödön, vol.2, Budapest, 1927, p.16.
54　寺田生子・渡辺美紀『レヒネル・エデンの建築探訪』彰国社、1995 年、71-72 頁。
55　拙稿「レヒネル・エデン設計の「応用美術館」にみるオリエンタリズム：英領インドの植民地建築へのまな





























ざし」『デザイン史学』7 号、2009 年、13-35 頁参照。
56　Huszka, József, Magyar Díszitő styl, Budapest, 1885.
57　Ács, Piroska, Az Iparművészeti Múzeum palotájának építéstörténete, Budapest, 1996, p.52.
